
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

年中組だより  
 

 ○自分なりに考えたり工夫したりしながら、自分の思いを実現していく楽しさを味わえるように 

・いろいろな素材、遊具、用具の特性や扱い方を改めて確認したり、新しい素材に出会えるようにしたりする

ことで、作る楽しさを感じられるようにし、表現の幅を広げていきます。 

・一人一人の「こうしたい！」という思いを引き出しながら、したいことを実現するための材料や作り方を知

らせたり、教師も一緒に考えたりしていきます。自分のしたい遊びに繰り返し取り組む姿を見守り、上手く

いかない時には、ヒントを出したり、励ましたりして試行錯誤する姿を支えていきます。 

 

○気の合う友達と遊ぶ中で、自分の思いを出したり、相手の気持ちに気付いたりしながら遊びを 

楽しめるように 

・遊びの中で一人一人のありのままの姿を受け止め、子どもたちが感じた思いを言葉や動きで表せるようにし

ていきます。 

・友達と一緒に遊ぶ中で、思いが通らなかったり考えが食い違ったりした時には、教師が間に入り、子どもた

ち一人一人の気持ちを受け止めつつ、相手の話に耳を傾けたり、相手の気持ちを考えたりできるよう働き掛

け、折り合いを付けることを学ぶ機会にしていきます。 

 

○みんなですることを楽しみにし、友達の動きを意識しながら自分なりに動くことができるように 

・友達と声や動き、音などが合う嬉しさや心地良さを感じられるような歌、踊り、ゲーム、楽器遊びなどを取

り入れていきます。 

・鬼遊びやゲームを楽しみながら、ルールが分かり、その中で動く面白さを感じられるようにしていきます。 

・学級や学年のみんなと一緒にする活動の中で、友達の動きを意識して遊ぶ楽しさに気付けるようにしていき

ます。 

 

○季節の移り変わりに気付き、関心がもてるように 

・気温や虫の声、落ち葉の色、木の実などから季節の変化を感じ取れるように、子どもたちの気付きに共感し

たり、学級で話題に取り上げたりします。遊びや生活の中で身近な自然に興味をもって関われるような環境

（自然物のコーナー）を用意していきます。 

 ・野菜や花などの栽培活動を引き続き取り入れ、生長を楽しみにしたり、大切に育てたりする気持ちを養える

ようにしていきます。 

・季節に応じた生活の仕方（手洗い、うがい、袖まくり等）が分かって、自分から進んで行えるように促して

いきます。 

 

＊２学期に大切にしていきたいこと＊ 

令 和 ５ 年 ９ 月 ８ 日 

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

うさぎ組担任  

こじか組担任  

 ２学期は、様々な活動を通して友達との関わり方を学ぶチャンスがたくさんあります。喜び、戸惑い、葛藤など、

子どもたちの心の揺れ動きに寄り添いながら、豊かな心が育つように見守っていきたいと思います。何かお気付き

のことがありましたら、小さなことでも構いませんので、気軽にお声掛けください。 

 

 ２学期が始まり約１週間。子どもたちは久しぶりに会ったことを感じさせない程元気に２学期をスタートして

います！ 

 「プールに行って遊んだよ！」「お祭り行ってかき氷食べた！」と楽しかった思い出や、「僕は洗濯物を畳むお

手伝いをしたよ！」「私はお皿を片付けた！」とお手伝いについてなど、夏休みの出来事を振り返りつつ、園で

の生活リズムを取り戻している子どもたちです。 

 ２学期も、子どもたちが楽しく元気に園生活を送れるようにしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

  

 


